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「文理融合・学際的学び」が加速

　

ChatG
PT

（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
）
な
ど
の
Ｌ
Ｌ
Ｍ
（Large 

Language M
odels

、
大
規
模

言
語
モ
デ
ル
）を
使
っ
た
学
習

活
動
に
つ
い
て
の
議
論
が
活

発
だ
▼
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
中

か
ら
質
問
内
容
に
関
連
度
の

高
い
も
の
を
探
し
て
自
然
言

語
で
答
え
が
出
力
さ
れ
る
▼

こ
れ
を
自
分
の
書
い
た
も
の

と
し
て
提
出
す
る
と
自
ら
の

活
動
で
は
な
い
た
め
、
不
正

行
為
に
あ
た
る
と
い
う
の
が

大
筋
の
見
方
だ
。
文
部
科
学

省
も
小
中
高
向
け
の
Ｌ
Ｌ
Ｍ

の
使
用
指
針
を
公
表
し
た
▼

そ
も
そ
も
、
も
の
を
書
く
と

い
う
行
為
は
、
思
考
の
整
理

に
と
て
も
役
立
つ
。
頭
の
中

で
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、

書
く
と
実
像
を
も
っ
て
浮
か

び
上
が
る
▼
そ
れ
に
は
、
書

き
手
が
書
き
た
い
内
容
を
書

く
こ
と
が
大
切
で
、
与
え
ら

れ
た
お
題
に
対
し
て
何
か
書

け
と
い
わ
れ
て
も
な
か
な
か

上
手
く
は
い
か
な
い
▼
そ
こ

に
こ
そ
学
習
活
動
に
お
け
る

Ｌ
Ｌ
Ｍ
の
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。つ
ま
り
、書
き
手

が
自
ら
の
欲
求
や
必
要
が
あ

っ
て
書
く
の
で
は
な
く
、
書

か
さ
れ
る
た
め
に
、
Ｌ
Ｌ
Ｍ

任
せ
に
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
▼
教
師
が
教

え
た
い
こ
と
で
は
な
く
、
学

習
者
本
位
の
学
び
に
沿
っ
た

課
題
を
ど
う
与
え
ら
れ
る
か
、

教
師
の
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

伸
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　み
吉
野
の

　
滝た

き

の
白
波

　
　
知
ら
ね
ど
も

語
り
し
継
げ
ば

　
　
　
古

い
に
し
へ

思
ほ
ゆ

土と

理り
の

宣せ
ん

令り
よ
う

「文理融合・学際的学び」が加速
　
本
学
で
は
地
域・社
会
有
為
の
人
材
を
育
成
す
べ
く
コ
ー
ス
の
新
設
・
統
合・名
称
変
更
を
図
り
、
令
和
５
年
度

よ
り
新
生
19
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
学
生
の
知
的
探
究
心
や
学
問
へ
の
意
欲
を
汲
み
取
り
、育
て
、体
系
的

な
学
び
へ
と
繋
げ
る
副
専
攻
制
度
は
時
代
に
即
し
た
新
た
な
コ
ー
ス
を
追
加
。
文
理
融
合
・
学
際
的
な
学
び
の
環

境
を
整
え
、
複
眼
的
思
考
力
・
多
元
的
理
解
力
で
も
っ
て
諸
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

█

数
理
教
育
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト

█

令
和
５
年
度
よ
り
副
専
攻
制
度
が
さ
ら
に
充
実

　

本
学
で
は
学
部
の
枠
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
興
味
・
関
心
の
あ
る
事

柄
を
体
系
的
に
学
び
、
複
眼
的
な
視

点
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
副
専
攻
制
度

を
設
け
て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら

新
し
く
４
つ
の
副
専
攻
が
増
え
、
さ

ら
に
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

諸
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
自
身
が

所
属
す
る
学
科（
主
専
攻
）に
加
え
副

専
攻
の
修
了
が
認
定
さ
れ
る
。
副
専

攻
の
修
了
者
に
は
修
了
証
が
発
行
さ

れ
、
学
び
の
成
果
を
対
外
的
・
社
会

的
に
証
明
で
き
る
。

●❶
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

　

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
担
う
人

材
養
成
方
針
と
し
て
国
が
推
進
す
る

「
Ａ
Ｉ
戦
略
２
０
１
９
」の
う
ち
、「
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
」を
ベ
ー
ス
に
、数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の

考
え
方
を
各
学
部
の
専
門
性
に
活
か

す
「
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
」
を
め
ざ
す
。

●❷
キ
ャ
リ
ア［
公
務
員
］

　

社
会
有
為
の
人
材
を
め
ざ
し
て
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
、

と
く
に
公
務
員
と
し
て
身
に
付
け
る

べ
き
知
識
や
教
養
を
学
び
、
多
様
な

公
務
員
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え
、
理
解

を
深
め
る
。

●❸
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ
ジ
ネ
ス

　

２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で

よ
り
よ
い
世
界
を
め
ざ
す
国
際
目
標

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
観
点
か
ら
実
際
の
各
専
門
領

域
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
ど
の
よ
う

に
活
か
す
か
考
え
る
。

●❹
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ（
初
等
中
等
教
育
）

　

初
等
中
等
教
育
の
現
場
で
活
用
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
と

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
技
術
や
知
識

を
身
に
付
け
る
。

●❺
日
本
語
教
育
学

　

日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
の
出

題
分
野
を
含
む
講
義
で
構
成
し
、
日

本
語
教
育
の
専
門
家
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
知
識
・
能
力
の
基
礎
的
水
準

の
達
成
を
め
ざ
す
。

●❻
中
国
文
化
学

　

語
学（
中
国
語
）・
文
学
・
思
想
・
歴

史
・
芸
術（
書
道
）の
学
習
を
通
じ
て

中
国
を
中
心
に
、
日
本
を
含
む
東
ア

ジ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
を
体
系
的
・

総
合
的
に
学
ぶ
。

●❼
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生
学

　

地（
知
）の
拠
点
大
学
に
位
置
付
け

ら
れ
る
本
学
で
、将
来
、地
域
で
活
躍

す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
チ
ズ
ン（
主
体

的
か
つ
積
極
的
に
地
域
の
課
題
解
決
を

実
践
す
る
人
材
）と
し
て
必
要
な
学
び

と
活
動
を
実
践
す
る
。

て
数
学
教
員
養
成
は
責
務
。「
数
理
教

育
コ
ー
ス（
中
高
教
員
）」の
初
募
集
で

は
、
想
定
を
超
え
る
志
願
者
が
集
ま

り
、
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
裏
付
け
た
。

　

豊
田
れ
の
ん
さ
ん
は
数
学
の
楽
し

さ
を
教
え
ら
れ
る
教
員
に
な
り
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
本
学
へ
の
入
学
を

決
め
た
。
他
の
学
生
と
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
多
面

的
に
分
析
す
る
「
解
析
学
基
礎
」
を

は
じ
め
高
校
数
学
と
は
違
う
ス
タ
イ

ル
が
新
鮮
と
言
い
、「
新
し
い
コ
ー
ス

と
い
う
こ
と
で
不
安
は
あ
っ
た
が
、

た
く
さ
ん
の
教
員
を
輩
出
し
て
い
る

大
学
で
あ
り
、
先
生
方
も
み
な
親
切

な
の
で
安
心
し
た
。
気
さ
く
な
人
柄

の
人
が
多
く
楽
し
い
」
と
同
コ
ー
ス

の
印
象
を
語
る
。

　
「
凱
旋
門
が
美
し
い
の
は
黄
金
比

で
建
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
ど
、
日

常
に
溶
け
込
ん
だ
数
学
を
見
つ
け
る

の
が
面
白
い
」
と
は
寺
本
直
弘
さ
ん
。

「
数
学
が
好
き
で
こ
の
コ
ー
ス
を
選

ん
だ
。
皇
學
館
大
学
は
教
師
を
志
す

人
だ
け
で
な
く
神
道
学
科
な
ど
が
あ

り
、
知
ら
な
か
っ
た
分
野
の
人
と
出

会
え
る
点
が
魅
力
」
と
話
し
た
。

　

山
路
彩
生
さ
ん
は
「
答
え
は
一
つ

で
も
解
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
大
学

の
数
学
は
解
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の

を
尊
重
し
て
く
れ
る
。
一
人
で
は
な

く
友
人
と
相
談
し
な
が
ら
解
く
こ
と

は
、
今
ま
で
の
向
き
合
い
方
と
一
味

違
っ
て
興
味
深
い
」
と
語
っ
た
。

　

夢
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
学

生
た
ち
。
今
後
の
成
長
に
、
期
待
は

膨
ら
む
ば
か
り
だ
。

　

今
年
４
月
よ
り
３
学
部
６
学
科
19

コ
ー
ス
が
始
ま
っ
た（
下
表
参
照
）。

　

注
目
は
教
育
学
科
に
新
設
さ
れ
た

「
数
理
教
育
コ
ー
ス（
中
高
教
員
）」だ
。

三
重
県
小
学
校
教
員
採
用
数
で
県
下

ト
ッ
プ
の
実
績
を
誇
る
本
学
に
と
っ

■注目記事
カルチャー＆スポーツ� ２面
駅伝競走部新監督に寺田夏生氏が就任
アカデミック� ３面
令和 ５ 年度科研費に ４ 研究が採択
グローバル� ４面

「全米さくらの女王」が来校
地域連携� ５面
学生がCLL活動をアップデート
CLL Leaderʼs Workshopを開催
中高トピックス� ６面
皇學館高校2年が北海道へ４泊５日
の修学旅行／中部フィルハーモニー
交響楽団が皇學館中学校に来校 ほか
� ７面
令和 ４ 年度収支決算報告
アクティブスチューデント� ８面
中川陽司さんがＵ20日本選手権十種で ３ 位
学生広報隊が「よさこい部〝雅〟」を取材 ほか

■シリーズ
� ３面
研究室探訪㉘
村瀬雅俊特命教授（教育学部）

歌
ご
よ
み

令和 5年度  3 学部 6学科19コース

文学部

神道学科
神道・宗教文化コース
国文学科
国語学・国文学コース
国語教育コース（中高教員）
書道・漢文学コース
図書館司書コース
国史学科
国史総合コース
歴史教育コース（中高教員）
歴史文化財コース
コミュニケーション学科
英語コミュニケーションコース
英語教育コース（中高教員）
心理学コース
情報コース

教育学部

教育学科
初等教育コース
幼児教育コース
保健体育コース（中高教員）
数理教育コース（中高教員）

現代日本
社会学部

現代日本社会学科
経営革新コース
地域創生コース
福祉展開コース

数学の奥深さに触れるカリキュラムを通し、数学教員に必要な知識・技術、数理的思考を修得

初の数学教員として期待がかかる学生たち。左から山路さん、�
寺本さん、豊田さん

※
❷
は
現
代
日
本
社
会
学
科
生
は
除
く
。❺
〜

❼
は
令
和
4
年
度
以
前
の
入
学
生
も
対
象

皇
學
館

学
園
報

皇
學
館

学
園
報

皇 學 館 学 園 報（  ）　第96号  令和 5年 7月28日9

第96号
令和5年7月

　

1

　
発行・編集�学校法人皇學館企画部

TEL0596−22−6496・8600

大 学 大学院
専攻科

文学部　教育学部
現代日本社会学部

〒516−8555�三重県伊勢市神田久志本町1704
TEL0596−22−0201㈹　FAX0596−27−1704

高等学校・中学校
三重県伊勢市楠部町138
［高校］〒516−8577　TEL0596−22−0205㈹
［中学］〒516−8588　TEL0596−23−1398㈹



　

一歩及ばず準Ｖ
東海地区大学野球リーグ春季選手権大会

悔しさを糧に奮起誓う

皇學館大学駅伝競走部　
新監督就任のお知らせ
　この度、令和 ₅ 年 ₇ 月 ₁ 日付で本学駅伝競
走部の監督に、元JR東日本陸上競技部の寺

て ら

田
だ

夏
な つ

生
き

氏が就任いたしました。

寺田監督コメント（抜粋）

　大役を任せていただき大変
身が引き締まる思いでござい
ます。監督不在という大変厳
しい中、選手たちそれぞれがチームのために
考え、行動してくれたことに感謝したいです。
　これからは選手たちとしっかりとコミュニ
ケーションを取り、これまでの駅伝競走部の
歴史を大切にしつつ、また新たな歴史を選手
たちとともに創っていきます。
　選手たちには「速い選手ではなく強い選手」、
そして、陸上競技を通して活動拠点である伊
勢市の皆さまをはじめ、三重県、全国の多く
の人から応援してもらえる選手になってほし
いと考えていますし、私はそういうチームを
めざします。
　これから新しいチームを作っていくにあた
って、私や選手たちだけではどうしても力不
足、限界があります。ぜひ皇學館大学卒業生
の皆さま、駅伝競走部OB ・OGの方々、そし
て駅伝競走部のファンの皆さまにもご支援ご
協力、そして激励をいただければと思います。
これから選手たちとともに決めた目標達成に
向かって、一緒に全力で取り組んでいきます
ので、今後とも熱い・温かい多くのご声援を
どうぞよろしくお願いいたします。

【寺田監督の略歴】國學院大學在学中、4年連続で箱根
駅伝に出場。平成23年の大会ではゴール手前の交差点で
道を間違えるも、猛追により10位でゴール。國學院大初の
シード権獲得に貢献した。平成26年にJR東日本に入社。駅
伝、マラソンに出場し、令和 2年の第74回福岡国際マラソ
ンでは3位に入賞した。令和 5年 3月で現役を引退。同年
6月末でJR東日本を退職。

柔道部、駅伝競走部、硬式
野球部が合同で構内清掃

　 ₆ 月 ₂ 日から ₃ 日にかけ記録的な大雨に見
舞われた東海地方。 ₆ 月 ₅ 日、学生部長であ
る加藤純一教授の声掛けにより、本学強化指
定クラブの柔道部、駅伝競走部、強化奨励ク
ラブの硬式野球部が集い、構内の清掃活動を
行った。これまで柔道部が構内美化に務めて
いてくれたが、 ₃ 部合同は初めて。部員たち
は協力しながら大量に散乱した落ち葉や石、
溜まったゴミを丁寧に集め、約 ₁ 時間、額に
汗し身体を動かしていた。荒天明けに構内が
きれいになっている背景にはこうした活動が
あることを心に留めておきたい。

　近
大
に
惜
敗
、２
回
戦
進
出

な
ら
ず�

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

　

大
学
日
本
一
を
決
め
る
全
日
本
学
生

柔
道
優
勝
大
会（
団
体
戦
・
７
人
制
）が
６

月
2４
日
、
2５
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
、
本
学
柔
道
部
が
出
場
し
た
。

　

対
戦
相
手
は
強
豪
、
近
畿
大
学
。
前

半
で
２
敗
２
引
分
け
と
な
り
苦
し
い
展

開
と
な
っ
た
が
、
５
人
目
の
「
三
将
」

で
１
勝
を
挙
げ
望
み
を
繋
ぐ
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
副
将
戦
、
大
将
戦
は
引
分
け

と
な
り
、１
ー

２
で
惜
し
く
も
１
回
戦
敗

退
と
な
っ
た
。

　

主
将
の
南
大
介
選
手
（
現
日
４
）
は

「
今
大
会
は
負
け
て
し
ま
っ
た
が
、夏
の

個
人
戦
と
秋
の
団
体
戦
で
結
果
を
出
し

て
皇
學
館
大
学
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
話
し
、
佐
藤
武
尊
部
長

は
「
死
力
を
尽
く
し
た
結
果
と
は
い
え
、

非
常
に
悔
し
い
。
一
方
で
夏
の
個
人
戦
、

秋
の
団
体
戦
に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ

た
一
戦
で
も
あ
っ
た
。私
と
し
て
は
、明

治
1５
年
に
林
崎
文
庫
に
皇
學
館
が
設
置

さ
れ
、
時
同
じ
く
し
て
柔
道
の
総
本
山

で
あ
る
講
道
館
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
『
皇
學
館
柔
道
が
強
く
な

る
事
、
ま
た
、
皇
學
館
で
柔
道
を
学
ぶ

と
い
う
事
』の
意
味
を
強
く
感
じ
る
。そ

れ
を
体
現
し
て
く
れ
る
部
員
た
ち
が
頼

も
し
く
、
日
々
彼
ら
の
成
長
を
感
じ
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
柔

道
と
い
え
ば
『
皇
學
館
』、
皇
學
館
と
い

え
ば
『
柔
道
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
し
め
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

８
月
29
日
に
は
東
海
学
生
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
が
控
え
て
い
る
。
今
回

の
悔
し
さ
を
胸
に
、
稽
古
に
励
む
日
は

続
く
。

今大会出場選手

先
鋒
　
山
村
隆
斗（
教
育
４
）

次
鋒
　
島
　
健
輔（
現
日
４
）

五
将
　
南
　
大
志（
現
日
２
）

中
堅
　
若
谷
　
怜（
教
育
２
）

三
将
　
瀧
川
　
力（
現
日
４
）

副
将
　
北
島
　
凌（
現
日
４
）

大
将
　
南
　
大
介（
現
日
４
）

　総
合
２
位
で
本
戦
出
場
逃
す

全
日
本
大
学
駅
伝
東
海
地
区
選
考
会

　

６
月
2４
日
に
マ
ル
ヤ
ス
岡
崎
龍
北
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
第
５５
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
東
海
地
区
選
考
会

で
本
学
駅
伝
競
走
部
は
総
合
２
位
と
な
り
、

７
年
連
続
７
度
目
の
本
戦
出
場
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。

　

選
考
会
は
各
校
１
組
２
名
、
計
４
組
８

名
が
１
０
０
０
０
ｍ
を
走
り
、
合
計
タ
イ

ム
を
競
う
。
東
海
地
区
は
昨
年
の
大
会
成

績
に
よ
り
出
場
枠
が
２
か
ら
１
に
減
っ
た

た
め
、
激
戦
が
予
想
さ
れ
た
。

　

１
組
目
で
は
新
間
圭
選
手（
現
日
１
）が

１
位
、
毛
利
昂
太
選
手（
国
史
３
）が
３
位

と
健
闘
し
、
２
位
に
1３
秒
差
を
つ
け
る
幸

先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
２
組
目

は
上
杉
泰
伸
選
手
（
現
日
３
）、
浦
瀬
晃
太

朗
選
手（
現
日
３
）が
出
場
。
名
古
屋
大
学

に
１
分
以
上
差
を
広
げ
ら
れ
る
も
、
３
組

目
の
岩
島
昇
汰
選
手
（
国
史
３
）、
藤
川
創

選
手（
コ
ミ
３
）が
奮
闘
。
０
・
０
７
秒
の
僅

差
で
名
古
屋
大
学
に
逆
転
し
た
。
最
終
４

組
目
に
は
松
野
颯
斗
選
手
（
現
日
４
）、
畠

山
大
輔
選
手（
国
史
３
）が
登
場
。
前
半
か

ら
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
進
行
す
る
中
、
名
古
屋

大
学
チ
ー
ム
に
先
行
を
許
し
、
結
果
、
総

合
２
位
で
涙
を
飲
ん
だ
。

　

毛
利
主
将
は
「
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
一
か
ら
頑
張
っ
て
い
く
」
と

決
意
を
新
た
に
し
、
新
田
均
部
長
は
「
負

け
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
学
生
た
ち
は

指
導
者
不
在
の
中
で
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
」
と
労
っ
た
。
そ
し
て
、「
大
変
な
時
期

に
監
督
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
寺
田

さ
ん
に
感
謝
。
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
一
同
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

７
月
１
日
に
就
任
し
た
寺
田
夏
生
新
監

督
は
全
国
の
大
学
に
参
加
資
格
が
広
が
る

第
１
０
０
回
箱
根
駅
伝
の
予
選
会
（
10
月

1４
日
実
施
）
へ

の
出
場
を
表
明
。

新
た
な
挑
戦
に

向
け
て
早
く
も

動
き
出
し
た
。

い
ち
ば
ん
熱
い

〝
夏
〟が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

明
治
神
宮
球
場
で

行
わ
れ
る
第
72
回
全

日
本
大
学
野
球
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
を

か
け
た
２
０
２
３
年
度
東
海
地
区
大

学
野
球
春
季
選
手
権
大
会
兼
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
代
表
決
定
戦
。

同
大
会
３
日
目
が
５
月
2３
日
、
ダ
イ

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
伊
勢
で
開
催
さ
れ
、

本
学
硬
式
野
球
部（
三
重
）は
中
部
学

院
大
学
（
岐
阜
）
に
１
ー

８
で
７
回
コ

ー
ル
ド
負
け
を
喫
し
、
準
優
勝
と
な

っ
た
。

　

あ
と
一
歩
だ
っ
た
。
本
学
、
中
部

学
院
大
学
、
東
海
大
学
静
岡
キ
ャ
ン

パ
ス（
静
岡
）に
よ
る
総
当
た
り
戦
は

５
月
20
日
の
大
会
初
日
、
翌
日
と
も

に
１
勝
１
敗
で
３
校
が
並
ぶ
展
開
と

な
り
、
３
日
目
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
も
つ
れ
込
ん
だ
。
失
点
率
が
最
小

だ
っ
た
本
学
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

シ
ー
ド
と
な
り
、決
勝
か
ら
登
場
。１

回
に
先
制
し
た
が
、
そ
の
後
、
相
手

投
手
陣
に
無
得
点
に
抑
え
ら
れ
た
。

プ
ロ
が
熱
視
線
を
送
る
〝
伊
勢
の
怪

物
〟
こ
と
村
田
怜
音
選
手（
教
育
４
）

は
「
先
制
し
た
の
に
相
手
に
流
れ
を

渡
し
て
し
ま
っ
た
。
完
敗
で
す
。
正

直
、
悔
し
い
。
１
日
目
か
２
日
目
で

優
勝
を
決
め
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ

た
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

　

な
お
、
村
田
内
野
手
、
江
南
怜
投

手（
教
育
４
）ら
11
名
は
三
重
県
リ
ー

グ
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
、
７
月

３
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
四
国
地

区
・
東
海
地
区
・
中
国
地
区
交
流
戦

に
お
い
て
走
攻
守
で
活
躍
。
２
戦
２

勝
と
意
地
を
見
せ
た
。

◢ ◣

人事異動 令和 5年 7月 1日付� 〔 〕内は旧職
◥ ◤

新任教職員紹介令和 5年 7月 1日付
　
❶出身地・経歴等 ❷趣味・特技等 ❸座右の銘 ❹一言メッセージ
　
学生支援部（学生担当）事務嘱託�寺

て ら

田
だ

 夏
な つ

生
き

❶長崎県 ❷食べ歩き、野球 ❸人間に与えら
れた最大の力は努力です。❹たくさんの人に
愛され、応援される駅伝競走部をめざします!

■ 採　用 ▶	学生支援部学生担当事務嘱託 寺田　夏生
■ 配置換 ▶	総務部総務担当主幹 玉田　　功 
� 〔学生支援部学生担当主幹〕
� 学生支援部学生担当主幹 橋本　恵子 
� 〔学生支援部教務担当主幹〕
� 学生支援部教務担当主幹 諸岡　大輔 
� 〔総務部総務担当主幹〕

上／全力でプレーする選
手たち

左／スタンドからは選手た
ちに熱い声援が送ら
れた

3組は岩島選手が 1位、藤川選手が 4位

全
国
大
会
常
連
校
か
ら
常
勝
校
へ
、さ
ら
な
る
精
進
を
誓
う

総合結果
順位 大 学 名 総合タイム
１ 位 名 古 屋 大 学 ４：12：52
２ 位 皇 學 館 大 学 ４：1４：21
3 位 愛知工業大学 ４：17：４8
４ 位 岐阜協立大学 ４：18：03
5 位 中 京 大 学 ４：21：28
6 位 三 重 大 学 ４：30：09
７ 位 岐 阜 大 学 ４：30：４3
８ 位 中 部 大 学 ４：37：４6
９ 位 静 岡 大 学 ４：39：13
１0位 南 山 大 学 ４：４0：31
１１位 愛 知 大 学 ４：４0：55
１２位 日本福祉大学 ４：４6：30

柔 道 部
駅伝競走部

硬式野球部

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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数
理
教
育
コ
ー
ス
の
新
設
が

新
た
な
地
平
を
拓
く
一
助
に

　

数
学
は
、
２
５
０
０
年
以

上
の
歳
月
を
か
け
て
人
類
に

よ
っ
て
創
造
さ
れ
て
き
た
学

問
で
あ
る
。
数
学
の
魅
力
は
、

一
見
、
現
実
離
れ
し
て
抽
象

化
し
た
数
学
が
、逆
に
、現
実

世
界
の
理
論
的
基
盤
を
与
え

続
け
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
に
あ
る
。
こ
の「
不
可
能
」

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

を「
可
能
」に
し
て
い
く
と
い

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
驚
く

べ
き
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
で
あ

り
、
人
類
を
魅
了
し
て
止
ま

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
数
学

は
発
展
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で
は
、

「
不
可
能
」
を
「
可
能
」
に
し

て
い
く
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
意

義
が
十
分
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
数
理
教
育

コ
ー
ス
で
は
、「
数
学
は
生
命

現
象
で
あ
る
」と
捉
え
、そ
の

基
本
要
素
と
し
て
「
論
理
と

直
観
、解
析
と
構
成
、一
般
性

と
個
別
性
」
か
ら
な
る
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
に
着
目
し
、
学
生

の
皆
さ
ん
に
数
学
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。 　

創
造
的
学
習
と
創
造
性
教

育
に
お
い
て
は
、
数
学
的
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
今
年
度
、
幾

何
学
基
礎
、
代
数
学
基
礎
を

履
修
し
て
い
る
学
生
の
皆
さ

ん
が
、
以
下
の
感
想
の
よ
う

に
既
に
変
容
し
て
い
る
。
数

理
教
育
コ
ー
ス
の
新
設
が
、

本
学
・
教
育
学
部
の
新
た
な

地
平
を
拓
く
一
助
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

難
し
い
内
容
で
理
解
不
能

（
４
／
12
）。
平
面
か
と
思
っ

た
ら
立
体
、
複
雑
か
と
思

っ
た
ら
単
純
、
視
点
の
違

い
を
実
感（
４
／
19
）。
今
ま

研■究■室
■探■訪■

Vol.28

村
瀬
雅
俊�

特
命
教
授

教
育
学
部

　

令和 ５年度科研費に４研究が採択

深
津
氏
、田
浦
氏
が
名
誉
教
授
に

　

今
年
度
の
科
学
研
究
費

助
成
事
業
（
通
称
「
科
研

費
」）に
本
学
の
４
研
究
が

採
択
さ
れ
た
。
国
内
最
大

規
模
の
競
争
的
資
金
制
度

で
あ
る
「
科
研
費
」
は
研

究
者
の
自
由
な
発
想
に
基

づ
く
研
究
の
推
進
を
目
的

と
し
て
お
り
、
人
文
社
会

科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
、

す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る

あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
を
対

象
と
す
る
。
税
金
を
財
源

と
す
る
た
め
ピ
ア
・
レ
ビ

ュ
ー
方
式（
専
門
分
野
の
近

い
複
数
の
研
究
者
に
よ
る
審

査
）に
よ
っ
て
厳
し
く
、か

つ
高
い
透
明
性
を
も
っ
て

評
価
さ
れ
、
新
規
の
採
択

率
は
３
割
を
切
る
。
採
択

さ
れ
た
研
究
テ
ー
マ
と
代

表
者
は
以
下
の
通
り
。

　
前
特
別
教
授
の
深
津
睦
夫
氏
は
昭
和
28
年

生
ま
れ
。
東
京
教
育
大
学
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
同
博
士

課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
後
、
昭
和
56
年

に
文
学
部
助
手
、
昭
和
62
年
に
専
任
講
師
と

し
て
本
学
に
着
任
。
以
来
、
42
年
の
長
き
に

わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
教
授
と
し
て
の
実
績
は

21
年
に
及
ぶ
。
こ
の
間
、
佐
川
記
念
神
道
博

物
館
館
長
、学
長
補
佐
、文
学
部
長
等
を
歴
任
。

平
成
16
年
に
名
古
屋
大
学
よ
り
博
士（
文
学
）

の
学
位
を
取
得
。
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
は
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
、
同
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
本
学
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
。

　
学
外
に
お
い
て
も
国
文
学
研
究
資
料
館
国

文
学
文
献
資
料
調
査
員
、
中
世
文
学
会
委
員

な
ど
を
務
め
、
学
界
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
。

研
究
の
面
で
は
和
歌
を
中
心
に
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
て
い
る
。
著
書
に
『
続
後
拾
遺
和

歌
集（
和
歌
文
学
大
系
９
）』（
明
治
書
院
、平
成
９

年
）、『
中
世
勅
撰
和
歌
集
史
の
構
想
』（
笠
間
書

院
、
平
成
17
年
）、
共
著
に
『
三
重
県
史
通
史

篇
中
世
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、令
和
２
年
）な
ど
多
数
。

　
前
特
命
教
授
の
田
浦
雅
徳
氏
は
昭
和
28
年

生
ま
れ
。
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
日

本
文
化
研
究
専
攻
日
本
史
学
専
門
分
野
博
士

課
程
を
満
期
退
学
、
平
成
９
年
に
は
同
大
よ

り
博
士（
文
学
）の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
同

年
に
本
学
国
史
学
科
助
教
授
に
任
用
さ
れ
、

以
来
、
26
年
に
及
ぶ
勤
務
の
中
で
学
生
部
長
、

学
長
補
佐
等
を
歴
任
。
ま
た
、
自
治
体
史
の

編
纂
事
業
を
中
心
に
地
域
貢
献
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
。
尾
崎
行
雄
を
顕
彰
す
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
咢
堂
香
風
の
設
立
代
表
者
と
し

て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
行
わ
れ
る
「
さ
く
ら

祭
」
に
参
加
す
る
な
ど
国
際
親
善
に
も
寄
与
。

ケ
ン
ト
大
学
と
の
学
術
交
流
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

大
学
へ
の
神
道
関
係
図
書
の
寄
贈
な
ど
そ
の

活
躍
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
専
門
は
近
代
日
本
の
政
治
外
交
史
。
史
料

の
翻
刻
も
手
掛
け
る
ほ
か
、
大
正
・
昭
和
期

の
代
表
的
経
済
評
論
家
で
あ
っ
た
高
橋
亀
吉

の
経
済
政
策
論
や
昭
和
４
年
の
式
年
遷
宮
に

お
け
る
画
期
性
を
論
じ
る
な
ど
、
枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
研
究
の
幅
広
さ
を
看
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

█

創
造
的
学
習
に
よ
り
学
生
が
変
容

█

数
学
の
魅
力
は〝
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
〟

　

研
究
で
は
数
学
的
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
を
活
用
し
て
〝
生
き

た
〟
複
雑
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
そ
れ
を
用
い
て
現
実
世

界
の
不
可
解
な
生
命
・
社
会
・

人
間
・
自
然
現
象
を
理
解
す

る
た
め
の
理
論
的
基
盤
を
提

供
す
る
と
共
に
、
創
造
的
学

習
、
お
よ
び
創
造
性
教
育
の

新
た
な
実
践
的
試
み
に
挑
戦

し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
従

来
ま
で
の
自
然
対
人
間
と
い

う
二
元
論
的
方
法
論
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
超
学
際
研
究
を

推
進
し
、
共
創
的
対
話
に
基

づ
い
た
革
新
的
な
価
値
創
造

と
そ
の
提
唱
を
試
み
、
研
究

成
果
を
国
内
外
に
発
信
す
る
。

で
考
え
て
き
た
数
学
の
中

で
最
も
興
味
深
く
、
理
解

で
き
た
時
の
達
成
感
が
あ

る
問
題
、
次
第
に
糸
が
繋

が
っ
て
い
く
感
覚
は
、
今

ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い

何
と
も
表
現
し
難
い
感
動

（
４
／
26
）。
本
当
の
分
か
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
授
業
を
、
自
分

も
（
教
師
と
し
て
）
将
来
出

来
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

（
５
／
10
）。
問
題
を
解
く
と

き
公
式
を
一
番
に
考
え
て

し
ま
う
が
、
今
日
の
授
業

で
問
題
を
現
象
と
し
て
捉

え
る
こ
と
を
学
ん
だ（
５
／

３1
）。

渡部年晴 元精華寮寮長が
瑞宝小綬章受章

　元一等海佐で元精華寮寮長の渡部年晴氏
（国史第 ₉ 期卒）が令和 ₅ 年「春の叙勲」で瑞宝
小綬章を受章し、陛下に拝謁した。
　同章は国または公共のために長年にわたり
功労を積み成績を挙げた人に贈られるもの。
愛媛県の神職の子弟である氏は本学から海上
自衛隊幹部候補生学校（旧海軍兵学校）に進み、
潜水艦「たけしお」「ふゆしお」、潜水艦救難
艦「ちはや」の艦長を歴任。さらに潜水隊司
令、情報保全隊司令（防衛省）として₃₀余年の
海上自衛隊勤務のうち ₃ 分の ₁ にあたる期間、
国防の最前線でその重責を担ってきた。
　受章に際し、氏は「全ては神様のご加護と
支えていただいた上司・部下・同僚のおかげ
であり、残りの人生、拝謁時に賜ったお言葉、
感謝と清廉な気持ちを忘れず神明奉仕に努め
る所存であります」と述べられた。

秋学期よりチャイムが 
校歌のメロディに
　来る創立百五十周年・再興七十周年の佳節
を見据え、秋学期開校日（ ₉ 月₁₆日）より授業開
始・終了時のチャイム音を校歌をアレンジし
たメロディに変更することが決まった。
　現状、校歌を歌う機会は入学式や学位授与
式などに限られている。河野訓学長は「学生
の皆さんにとってチャイムは身近なもの。緑
豊かなキャンパスで過ごし、日々流れるチャ
イムの調べが愛校心を醸成する一助となるこ
とを期待しています」と述べた。

令和 5年度 科研費新規採択課題一覧
研究課題名 研究代表者
研究種目	 研究期間

１
寄生蜂遺伝子にコードされたEVE配列による生物の進
化を実感できる実験教材の開発	 （課題番号：23Ｋ02373）

教育学部教授
中 	松　 	豊

基盤研究（C）	 令和 5年度〜令和 7年度

２
社会事業と政府・皇室・宗教の相互役割に関する研究：
大正デモクラシー期を中心に	 （課題番号：23Ｋ01830）

現代日本社会学部教授
新 	田　 	均

基盤研究（C）	 令和 5年度〜令和 7年度

3
神楽秘曲の継承原理とレジリエンスについての基礎的
研究	 （課題番号：23Ｋ123４9）

現代日本社会学部准教授
瓜 田 理 子

若手研究	 令和 5年度〜令和 9年度

４
古代天照大神祭祀の構造
　伊勢神宮祭祀の実態を中心に　	 （課題番号：23Ｋ12025）

研究開発推進センター准教授
塩 川 哲 朗

若手研究	 令和 5年度〜令和 7年度

田浦雅徳氏 深津睦夫氏

※
括
弧
内
は
授
業
日

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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◦イベントのご案内◦

　「
全
米
さ
く
ら
の
女
王
」が
来
校

皇
學
館
高
校
・
中
学
校

　

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た

春
の
祭
典
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ

ッ
サ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
「
全
米
さ

く
ら
の
女
王
」
に
選
ば
れ
た
マ
デ
リ
ー
ン
・

マ
ク
ガ
リ
ー
さ
ん
が
６
月
12
日
に
来
校
し
た
。

　

明
治
４５
年
、
東
京
市
長
だ
っ
た
尾
崎
行
雄

（
咢
堂
）
が
日
米
親
睦
を
願
い
、
桜
の
苗
木
を

寄
贈
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
同
祭
典
。
伊

勢
が
尾
崎
に
縁
の
深
い
地
で
あ
る
た
め
、
さ

く
ら
の
女
王
一
行
は
訪
日
の
際
、
伊
勢
志
摩

に
も
足
を
運
ん
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

４
年
ぶ
り
の
来
訪
と
な
っ
た
今
回
、
マ
デ
リ

ー
ン
さ
ん
は
佳
子
内
親
王
殿
下
へ
の
拝
謁
、

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
と
の
会
談
等
、
多

忙
な
中
で
の
本
校
訪
問
と
な
っ
た
。

　

当
日
、
マ
デ
リ
ー
ン
さ
ん
は
午
後
３
時
過

ぎ
に
到
着
し
、
芝
﨑
俊
也
校
長
と
懇
談
。
セ

ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
た
歓

迎
式
典
で
は
山

中
美
璃
依
さ
ん

（
高
校
２
年
）
が

流
暢
な
英
語
で

　フ
ェ
リ
ペ
先
生
の

ス
ペ
イ
ン
語
講
座
が
好
評

皇
學
館
高
校
・
中
学
校

　

５
月
19
日
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
フ
ェ
リ
ペ
先

生
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
（
５
月
か

ら
３
回
）が
開
か
れ
、
３５
名（
皇
學
館
高
校

22
名
、皇
學
館
中
学
校
1３
名
）の
希
望
者
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
生
徒
の
実
践
的
な
語
学

力
の
向
上
及
び
国
際
理
解
教
育
の
一
層

の
推
進
を
図
る
の
が
狙
い
。
第
１
回
の

授
業
で
は
「
私
」「
彼
」
な
ど
の
人
称
代

名
詞
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」

等
の
挨
拶
、「
私
は
伊
勢
に
住
ん
で
い
ま

す
」「
私
は
学
生
で
す
」
と
い
っ
た
自
己

紹
介
を
は
じ
め
、　

日
常
で
よ
く
使
わ

れ
る
単
語
を
中
心
に
指
導
が
行
わ
れ
た
。

フ
ェ
リ
ペ
先
生
は
１
時
間
ほ
ど
の
講
座

中
、
ス
ペ
イ
ン
語
以
外
は
一
切
話
さ
ず
、

生
徒
た
ち
は
ま
さ
に
ス
ペ
イ
ン
語
の
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
か
の
よ
う
。
最

初
は
と
ま
ど
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も

徐
々
に
慣
れ
、
積
極
的
に
反
復
練
習
に

参
加
し
て
い
た
。
上
達
も
早
く
、
生
徒

た
ち
は
楽
し
そ
う
に
先
生
と
会
話
を
し
、

次
々
に
新
し
い
表
現
を
習
得
し
て
い
た
。

　

フ
ェ
リ
ペ
先
生
は
英
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
堪
能
で
、
２
学
期

（
９
月
か
ら
４
回
）
は
フ
ラ
ン
ス
語
講
座

の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

　国
際
理
解
・
国
際
交
流
出
前
授
業

を
実
施�

皇
學
館
中
学
校

　

志
摩
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｇ
７
三
重
・

伊
勢
志
摩
交
通
大
臣
会
合
」
を
機
に
、
同

会
合
推
進
協
議
会
が
県
内
の
学
校
を
対
象

に
「
国
際
理
解
・
国
際
交
流
出
前
授
業
」

を
実
施
。
皇
學
館
中
学
校
で
は
５
月
19
日

に
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
61
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
三
重
県
国
際
交
流
財
団
の
後
藤

謙
次
さ
ん
と
四
日
市
市
で
英
会
話
教
室
を

開
く
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出

身
の
阿
部
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
。
後
藤
さ
ん
は

会
合
を
開
く
目
的
や
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
る
か
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

シ
ャ
ロ
ン
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
の
主
な
移
動

手
段
が
車
で
あ
る
こ
と
や
電
気
自
動
車
の

普
及
率
な
ど
を
話
し
た
。
ま
た
、
日
米
の

生
活
様
式
や
食
、
文
化
の
違
い
に
つ
い
て

中・高・大合同�９月１８日（月・祝）
皇學館DAY�２０２3
　
◆イベント◆進学相談会ほか
三重県総合博物館MieMu １0：00〜１5：30
　
◆皇學館高等学校吹奏楽部�
　第１6回定期演奏会
三重県文化会館 大ホール
開場１5：00 開演１6：00（予定）	 入場料 １,000円
詳細は皇學館高校HPにてご確認ください。

（ 8 月中旬以降）
　

第２4回
高校生英語スピーチコンテスト

開催のご案内

スピーチ動画募集中
　地域社会に教育研究の成果を還元し高校
生の英語運用能力の向上に貢献したいと、
文学部コミュニケーション学科では三重県
教育委員会・三重県高等学校英語教育研究
会の後援を得て高校生を対象に「高校生英
語スピーチコンテスト」を開催しています。
第₂₄回となる今年は昨年度と同様にスピー
チ動画の募集を行います。日頃の勉強の成
果を試すまたとない機会です。みなさんの
ご応募をお待ちしています。開催案内・応
募書類についてはHPをご覧ください。
応募期間 ₉月₁₅日㈮～₁₀月₁₃日㈮
応募書類送付先・連絡先
皇學館大学 文学部
コミュニケーション学科研究室
〒₅₁₆︲₈₅₅₅ 伊勢市神田久志本町₁₇₀₄
ｅ‐ｍａｉℓ commu@kogakkan-u.ac.jp

令和5年度 史料編纂所公開講座
古代の志摩国 　神亀六年
志摩国輸庸帳からわかること　

皇學館大学研究開発センター教授
荊 木 美 行

₉月₉日㈯ ₁₃：₀₀～₁₅：₀₀
皇學館大学 ₅ 号館 ₃ 階 ₅₃₆教室
聴講をご希望の方は申込フォームより
お申込みください。

も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
説
明
し
た
。
シ
ャ

ロ
ン
さ
ん
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
数

の
生
徒
か
ら
手
が
上
が
り
、
充
実
し
た
時

間
と
な
っ
た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
。

⃝

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
交
通
事
情
や
文
化

の
違
い
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
ほ
か
の
国

に
つ
い
て
も
知
り
た
い
と
思
っ
た
。

⃝

海
外
に
は
走
る
だ
け
で
充
電
で
き
る
車

道
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
日
本
に
も
普

及
す
れ
ば
環
境
に
良
い
と
思
っ
た
。

⃝

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
あ
る
と
気
付
か

さ
れ
た
。
外
国
の
方
と
接
す
る
と
き
は

そ
の
国
の
文
化
を
理
解
し
た
上
で
話
す

よ
う
に
し
た
い
。

⃝

日
本
の
治
安
の
良
さ
や
皆
保
険
制
度
の

あ
り
が
た
さ
に
改
め
て
気
が
付
い
た
。

⃝

国
別
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
率
を
見
て
、

日
本
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

挨
拶
を
す
る
と
、
マ
デ
リ
ー
ン
さ
ん
も
「
日

本
の
伝
統
と
文
化
を
勉
強
し
て
い
き
た
い
」

と
に
こ
や
か
に
答
え
た
。
そ
の
後
、
茶
道
部

（
高
校
）
の
生
徒
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら

茶
道
を
体
験
。
華
道
部（
高
校
）の
生
徒
と
の

交
流
や
日
本
文
化
部（
中
学
）の
琴
演
奏
を
楽

し
ん
だ
。
最
後
に
吹
奏
楽
部（
高
校
）が
両
国

国
歌
を
演
奏
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

　

吹
奏
楽
部
の
生
徒
と
も
笑
顔
で
言
葉
を
交

わ
す
な
ど
積
極
的
に
交
流
を
図
ら
れ
た
マ
デ

リ
ー
ン
さ
ん
。
本
校
を
後
に
す
る
際
は
多
く

の
生
徒
、教
職
員
が
両
国
の
手
旗
を
振
り
、別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

萼の会地区別教育懇談会の
ご案内

　皇學館大学の保護者の会「萼の会」の地区
別教育懇談会を下記のとおり開催いたします。

開催日 開催地 会　場

₈ 月₂₆日㈯
津 ホテル

グリーンパーク津

大阪 ホテル
モントレグラスミア大阪

₈ 月₂₇日㈰
浜松 オークラ

アクトシティホテル浜松

福岡 ANAクラウンプラザ
ホテル福岡

₉ 月 ₂ 日㈯ 伊勢 皇學館大学

₉ 月 ₃ 日㈰ 名古屋 JRゲートタワー
カンファレンス

在学生の保護者の皆様には、詳細を郵送で
ご案内いたします。（参加には申し込みが必要です）

お問い合わせ先
皇學館大学 萼の会事務局
（学生支援部学生担当） ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₇

皇學館大学出版部 出版物のご案内

◤古事記 修訂版（復刻版）西宮一民著
定価 2080円（税抜）Ａ5判・218頁

　本書は、初版・新訂版を経て、平成12
年に修訂版として出版された。出版社
の事情で入手困難となっていたが、多く
の要望に応え、新たに復刻版として刊行
したものである。

ご注文の際は、出版部ホームページ
（右記のコードからアクセスできます）から
お申込みください。

定員
₅₀名

テレビ取材を受けたことで、「考えを簡潔にまとめら
れるようになりたい」と話す生徒も

積極的に生徒との会話を楽しまれたマデリーンさん（前列左から3人目）

基本的な表現や単語を優しく丁寧に教えるフェリペ先生

フェリペ先生とスペイン語での会話を楽しむ生徒

茶道部員から茶碗の
持ち方、回し方など
作法の説明を受ける
マデリーンさん

ア
メ
リ
カ
の
交
通
事
情
を
説
明
す
る
シ
ャ
ロ
ン
さ
ん

詳しくはこちら▲

詳しくはこちら▲

詳しくはこちら▲

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information
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Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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久邇宮朝彦親王曽孫　 　
久邇邦昭氏が来館

令和 ₅ 年度 皇學館おかげ
キャンパスプロジェクト
伊勢茶振興プロジェクト
令和 5年 5月27日〜令和 6年 1月31日
担当教員◯駒田聡子

若い世代をターゲットに三重ブランドのひと
つである「伊勢茶」の認知度を高め、将来の消
費に結び付ける。

教育学部エキスポが復活!
オープンキャンパス₂₀₂₃

　教育・研究活動の成果を学内外に発信し学
びを深めようと、倉陵祭期間中に行われてい
た「教育学部エキスポ」。コロナ禍により開催
を見合わせていたが、 ₇ 月 ₉ 日に実施された
オープンキャンパス₂₀₂₃「大学発見DAY」で
復活。教育学部の学生たちはそれぞれに工夫
を凝らし、取り組んできた教育・研究活動の
成果を発表した。
　国語教育学ゼミ所属の桃原みのりさん（ ₃
年）は「教育に関心のある人たちと関われ、良
い刺激になった。高校生向けの企画でもあっ
たため難易度の設定や言葉選びに苦労したが、
来場した高校生の反応を見て発信の重要性を
実感した」と感想を話した。教育学部の中條
敦仁教授は「今、学校教育では主体的・対話
的で深い学びが求められているが、発表に取
り組んだ学生たちがまさに体現していた。食
べる暇を惜しんで準備に勤しむ姿が頼もしく、
感慨深かった」と語った。

令和 ₄ 年度は
₂ 件の受託研究を実施

　受託研究とは学外諸団体等から研究・調査
等の委託を受け研究を行い、その研究成果を
委託先に報告するものである。令和 ₄ 年度は
₂ 町から ₂ 件の研究委託を受けた。地域のシ
ンクタンクとしての機能を一層高め、産官学
の連携強化、研究を通じ社会貢献を図っていく。
　
玉城町明るい未来づくりに関する調査研究業務
研究担当者◯池山　敦
契約相手先◯玉城町
受 託 期 間◯令和４年４月26日〜令和5年3月17日
　
地域活性化対策（住民向け活動計画策定）支
援業務委託
研究担当者◯池山　敦
契約相手先◯南伊勢町宿田曽地域活性化協議会
受 託 期 間◯令和４年11月30日〜令和5年3月31日
　

　学
生
が
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

C
LL Leader’s W

orkshop

を
開
催

　

平
成
27
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｌ

活
動
は
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
を
主
な

フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
域
課
題
に
つ
い
て
体

験
を
通
し
て
学
ぶ
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
６
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
に
取
り
組

む
中
で
の
課
題
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
垣

根
を
超
え
て
共
有
し
、
解
決
へ
の
ヒ
ン

ト
を
探
ろ
う
と
い
う
も
の
。
会
場
と
な

っ
た
７
１
２
教
室
に
は
6
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
日
頃
感
じ

て
い
る
困
り
ご
と
や
悩
み
を
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
し
合
っ
た
。

　

最
初
こ
そ
緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、

活
動
に
携
わ
る
者
同
士
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
た
参
加
者
た
ち
。
感
じ
て
い
る
課

題
を
付
箋
に
書
き
出
す
と
、「
人
手
不

足
」「
活
動
資
金
の
調
達
方
法
」「
新
規
加

█「
言
語
化
」で
現
状
を
整
理

　
「
ま
ず
は
何
に
困
っ
て
い
る
か
を
言

語
化
、
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
現
状
を

整
理
で
き
る
」
と
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

の
池
山
敦
准
教
授
。
地
域
課
題
学
修
支

援
室
や
大
学
の
シ
ス
テ
ム
で
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
対
策
は
早
急
に
進
め
て
い
き
た

い
と
語
り
、「
今
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
円
滑
に
進
め
る
ヒ

ン
ト
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
た
。

第
2
回
は
秋
に
開
催
す
る
予
定
だ
。

　

皇
學
館
を
創
始
さ
れ
た
久
邇
宮
朝

彦
親
王
の
曽
孫
に
あ
た
る
久
邇
邦
昭

氏
が
、
正た

だ

子こ

夫
人
と
と
も
に
４
月
2５

日
、
本
学
を
訪
問
さ
れ
た
。
氏
は
平

成
２
年
に
神
宮
大
宮
司
に
就
任
。
平

成
５
年
の
第
61
回
式
年
遷
宮
に
あ
た

ら
れ
、
平
成
1３
年
ま
で
11
年
間
に
わ

た
っ
て
そ
の
重
責
を
担
わ
れ
た
。

　

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
小
串

和
夫
理
事
長
、
河
野
訓
学
長
ら
の
出

迎
え
を
受
け
た
氏
は
貴
賓
室
で
休
憩

さ
れ
た
後
、
令
和
２
年
に
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
「
五
月
人
形
・
剣
」「
兜
」

を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
。

　
「
五
月
人
形
・
剣
」は
氏
が
３
歳
の

節
句
に
五
月
飾
と
し
て
奉
製
さ
れ
た

も
の
。
久
邇
家
で
は
五
月
飾
を
３
歳

か
ら
５
歳
に
限
っ
て
飾
る
こ
と
か
ら
、

ご
子
息
で
あ
る
久
邇
朝
尊
神
宮
大
宮

司
が
５
歳
の
時
に
飾
っ
て
以
来
に
な

る
と
の
話
を
賜
っ
た
。
な
お
「
五
月

人
形
」
は
氏
の
御
母
・
知
子
女
王
の

御
実
家
で
あ
る
伏
見
宮
家
よ
り
贈
ら

れ
た
品
で
あ
る
。

　

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
で
は
５
月

18
日
か
ら
６
月
2４
日
に
か
け
て
「
久

邇
家
の
五
月
」
と
題
し
、
こ
れ
ら
貴

重
な
寄
贈
資
料
を
初
公
開
。
本
学
図

書
館
所
蔵
の
、
朝
彦
親
王
が
中
川
宮

と
称
し
て
い
た
時
の
「
西
郷
隆
盛
宛

書
簡
」「
短
冊
」
等
も
同
時
に
展
示
し
、

好
評
を
博
し
た
。

ワークショップ参加団体

◦「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
◦みえ食の＂人財＂育成プラットフォーム商品開発

事業
◦伊勢ぷちたび 〜EVモビリティを活用した市内周遊

促進事業〜

◦度会カフェリョクプロジェクト
◦「Gift of Ise」プロデュースプロジェクト
◦地域活性化サポーターズ FIT

　
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
す
る
中
で
感
じ
た
困
り
ご
と
や
悩
み
を
み
ん
な
で
共
有
し
、

よ
り
よ
い
運
営
に
生
か
そ
う
と
、
６
月
29
日
に
７
１
２
教
室
で
初
の
「CLL�

Leader’s�W
orkshop

」
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
浮
か
び
上
が
っ
た
共

通
の
課
題
や
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
。

入
メ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
」
等
、
同
じ
よ

う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
ま
た
、「
最
適
な
役
割
分

担
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
日
程
調
整
が
難
し
い
」「
や
る
気

に
温
度
差
が
あ
る
」
と
い
っ
た
社
会
人

に
通
じ
る
内
容
も
話
題
に
上
り
、
Ｃ
Ｌ

Ｌ
活
動
の
運
営
そ
の
も
の
が
実
践
力
を

養
う
格
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
改
め
て
示
さ
れ
た
。「
発
想
の
広
げ

方
」
に
つ
い
て
の
相
談
に
は
「
実
現
可

能
性
を
一
旦
脇
に
置
い
て
、
自
由
に
考

え
る
」「
妄
想
で
も
い
い
か
ら
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
起
点
に
す
る
」な
ど
、自

身
の
経
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

場
面
が
見
ら
れ
た
。

　

後
半
は
「
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
倉
陵
祭
に

出
展
す
る
な
ら
？
」
と
の
テ
ー
マ
が
設

定
さ
れ
、「
活
動
実
績
の
パ
ネ
ル
展
示
」

「
担
当
教
員
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

「
成
果
物
の
販
売
」「
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
を

走
ら
せ
る
」
な
ど
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
が

寄
せ
ら
れ
た
。

No.
発表テーマ

ゼ ミ 名 教 員 名

１ 自尊心について
教育行政学 市田敏之

２ LGBTについて
教育行政学 市田敏之

3 ヒストリー of 教育 美術館
教育史学 井上兼一

４ カレンダーの数学
数学教育学 上野祐一

5
パズル・ゲームを通して学ぶ数
学の面白さ
数学教育学 上野祐一

6 プロが伝授 ! ICTの世界
特別支援教育工学 大杉成喜

７
体験を通して伊勢茶の美味し
さを知ろう
家庭科教育 駒田聡子

８ コーチング学ゼミ研究発表
コーチング学 佐藤武尊

９

理科教育の世界を体験しよう!
〜理科好きを育てるために〜
生物学＆
理科教育学

中松　豊
澤　友美

No.
発表テーマ

ゼ ミ 名 教 員 名

１0 The Beatles
音楽教育 高橋摩衣子

１１
丸わかり! こうして出来上がる
国語の授業
国語教育学 中條敦仁

１２ 想いを形に 〜教育哲学ゼミ〜
教育哲学 野々垣明子

１3
社会科教育ゼミ「萩原電力ラ
ボ 〜未来の発電を考える〜」
社会科教育学 萩原浩司

１４
つばさ 
〜教員採用試験って何するの？〜

　 萩原浩司

１5
児童を対象とした心理教育的
支援
特別支援教育 山本智子

１6 アナタの知らない世界
発達心理学 吉田直樹

１７ おいでよ! 心理学の森
教育心理学 渡邉賢二

１８ みて、みて! 道徳ゼミのすべて
道徳教育 渡邊　毅

教育学部エキスポ２0２3 エントリー

付箋に書かれ＂見える化＂された課題について議論する参
加者

和やかな雰囲気の中、現場の悩みを本音で語り合う

朝彦親王の関係資料について、長谷川怜国史学科
准教授による説明を聞く久邇ご夫妻

神道博物館の浦野綾子准教授（左端）、小林郁助教（左から2 人目）より寄贈
資料を展示等で活用させていただいている旨をお伝えした

邦昭氏が 3歳の節句
に伏見宮家より贈られ
た五月人形

「他者の学びから得るものは多い」と中條教授 インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ
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学年の枠を超え協力
全学年合同「地域フィールドワーク」を初実施

圧巻の生歌・生演奏で魅了
中部フィルハーモニー交響楽団が来校

３ 回戦で白山高校に惜敗
皇學館高校野球部

２ 年生が北海道へ ４泊 ５日の修学旅行

人の支えがあってこそ楽しい旅に� ２ 年 ８ 組　安 藤 紗耶香

北方領土を実際に見て、得た学び� ２ 年 １ 組　水 落 蒼 葉

　北方四島交流センターで鈴木咲子さん
による講話を聴き、その後、納沙布岬で
実際に北方四島の一部を見ました。映像
や文字のみでは得られない、自国領土が
外国に不法占拠されているという実感が、
北方四島まで数キロの地点に近づくこと
で得られたように思います。また、ホテ
ルや小樽、然別湖、ノーザンホースパー
クで友達との楽しい思い出を数え切れな
いほど残すことができました。バスの車

内ではガイドの方の解説で、北海道につ
いての深い知識をいくつも得られました。

　私は今回の修学旅行で「人の温かさ」
を感じました。 1日目、大阪のホテルへ
バスで向かっている時、たくさんの人が
私たちに向かって笑顔で手を振ってくれ
ました。些細なことだけれど、嬉しく、こ
れからの 5日間がより楽しみになりまし
た。北海道では北方領土問題についての
講話や然別湖での自然体験、小樽市内で
の自由散策など貴重な体験をしました。
振り返ってみると、周りの人の支えがあ
ったからこそ、修学旅行を楽しく終える

ことができたのだと気付きました。この
修学旅行を通して、私も人を支えられる
ような「人」に成長したいと思いました。

４ 泊 ５ 日の行程で 2 年生が 2 組に分かれ北海道への修学旅行を実施した。先
発組は 6 月19日〜2３日、後発組は 6 月20日〜2４日。現地では北海道神宮を

はじめ納沙布岬、北方四島交流センター、ノーザンホースパーク、然別湖、小樽
市等を巡り、北海道ならではの雄大な自然や風土、歴史を満喫したようだ。以下
に生徒の感想を抜粋して紹介する。

6 月26日、文化庁主催「文化芸術
による子供育成推進事業」の一

環で中部フィルハーモニー交響楽団に
よる公演が行われた。
　約60人編成によるオーケストラは行
進曲「威風堂々」「きらきら星変奏曲」

「プリンク・プランク・プルンク」など、
その圧倒的なパフォーマンス、大迫力
の音色で生徒を魅了。演奏の度に万雷
の拍手が起こった。また、「オーケスト
ラの名曲で自然クイズに挑戦!」では川
や雷といった自然の音を楽器で表現し
たり、生徒がベートーヴェンの交響曲
第 5 番「運命」の指揮を体験するコー
ナーもあり、大いに盛り上がった。右
記に生徒の感想を紹介する。

⃝テレビやスマホで聴くのと生演奏と
ではこんなに音が違うものなのかと
驚いた。

⃝弦を弓ではなく指で弾いたり、こす
ったりといろいろな奏法があること
を知った。

⃝今回の演奏を聴いてクラシックが好
きになった。

⃝プロの音楽を奏でる力に圧倒された。
⃝音が生きているような不思議ですご
さを感じる演奏だった。

⃝ボディーパーカッションを体験でき
とても楽しかった。

⃝楽器一つひとつの紹介、それぞれの
演奏法がわかり面白かった。

４ 月28日、全学年一斉の校外
活動である「地域フィール

ドワーク」が行われた。本校初め
ての企画となる同フィールドワー
クは地域の文化施設を見学し、本
校ゆかりの歴史や文化に対する理
解を深めるほか、学年・クラス間
の協調性を育むのが狙い。天候に
恵まれた当日は 6 つの班に分かれ、
午前に神宮徴古館、農業館、美術
館を見学。午後は倭姫宮を参拝し
た後、伊勢古市参宮街道資料館や麻吉旅館など古市街道周辺の文化
施設を見て回った。
　参加した ３ 年生の生徒は「クラスメイトを見習って、自分も大き
な声で班を誘導した。ワークシートを完成させるためにみんなで協
力し、写真も相談して撮影した」、2 年生は「 ３ 年生がすごく努力し
ていることに気付いた。先輩たちのようになれるのか不安だが、頑
張っていきたい」「 1 年生とたくさん触れ合えて楽しかった。重い荷
物を持って歩いたり長い階段を上ったりして足が棒のようになった
けど、とても貴重な体験ができた」、1 年生は「美術館や農業館に行
くのは初めてで、近くにこんな素敵な場所があると知ってよかった。
麻吉旅館では『千と千尋の神隠し』に出てきそうな街並みが広がっ
ていて面白かった。資料館では伊勢の昔の文化や暮らしがわかり、

『さすが伊勢!』と思った」等の感想が寄せられた。それぞれ大きな
学びを得たフィールドワークとなった。

甲 子園への切符をかけ、 7 月 7 日に始
まった第 10５ 回全国高校野球選手権

記念三重大会。本校野球部は同月 8 日、ダ
イムスタジアム伊勢にて相可高校と初戦を
戦い、7 - 1 で勝利。1５日に実施された上野
高校との 2 回戦は ３ - 0 で制し、 ３ 回戦進出を決めた。
　22日、ベスト 8 をめざし戦ったのは白山高校。本校は 1 回表の攻
撃で ４ 番森田遼太郎選手（ ３ 年）がライトへタイムリーヒットを放ち
1 点を先制。 6 回表まで ４ 対 1 とリードを広げるも、 6 回裏で白山
高校に ４ 点を入れられ、逆転を許す。 7 回表に 1 点を返し、同点で
迎えた 9 回裏。ショートへのタイムリー内野安打を放たれ、５ - 6 で
サヨナラ負けを喫した。主将の笹木椋介選手（ ３ 年）は「多くの方々
の支えのおかげで我々は好きな野球ができたことを感謝します」と
話し、後輩に望みを託した。
　なお、今大会の開会式で「栄冠は君に輝く」を披露したロックバ
ン WildPitch のボーカル・長谷川健太さんは本校の卒業生。長谷川
さんの歌う「チャーム」が三重テレビ放送の今大会のテーマソング
に選ばれ、大会を盛り上げた。

高
　
校

中
学
校

指揮者体験をする
伊藤直子さん（3-A）

小樽運河前で記念撮影

北方四島交流センターでの講演

本物に触れ、その迫力に驚いた様子の生徒たち

上／伊勢古市参宮街道資料館にて
下／神宮徴古館で楽しく昼食

最後まで粘り強く戦った選手たち

スタンドから届く熱い声援
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令和4年度 収支決算報告
　学校法人皇學館の令和 ₄ 年度決算は、令和 ₅ 年 ₅ 月₃₀日開催の理事会で承認されましたので、ここにその内容を報告致します。
　なお、公式ホームページ（https://www.kogakkan-u.ac.jp）の大学概要～IR情報～事業報告～令和 ₄ 年度にて、法人設置
の教育研究機関・学校法人の組織機構・入学生数・在籍者数・卒業生数・進路状況及び法人の事業報告書、財務の概
要等を公表しておりますので、併せてご覧ください。
　令和 ₄ 年度収支決算書は、以下のとおりです。

┤₁資金収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュフロー計算書に近いもので、当該会計
年度の教育研究活動及びその活動に付随する全ての資金の動きと内容を明らかにする
ことを目的としています。
　令和 ₄ 年度においては、引き続き新型コロナウィルス感染症への対応による教育活
動の中止等もありましたが、教室等の除菌清掃等を継続しながら教育活動の充実を図
り「教育活動資金収支差額」は黒字となりました。また、創立₁₄₀周年・再興₆₀周年記
念事業も執り行いました。

┤₂事業活動収支計算書 ├
　この計算書は、企業会計における損益計算書にあたるもので、学園の経営状況を表
し、令和 ₄ 年度における事業活動収支の均衡状況とその内容を明らかにするものです。
事業活動収支を「教育活動収支」「教育活動外収支」「特別収支」に区分し、企業会計によ
り近い形式となっています。令和 ₄ 年度の「基本金組入前当年度収支差額」は ₂ 億 ₇
千 ₂ 百万円の増となりました。

┤₃貸借対照表 ├
　この計算書は、決算日における資産及び負債、純資産
の内容及び在り高を明示し、学校法人の財政状態を明
らかにすることを目的としています。固定資産につい
ては、「有形固定資産」「特定資産」「その他の固定資産」
の ₃ つの中科目を設けて表記しています。令和 ₄ 年度
においては、順調に資産は増加し、負債は減少しました。
結果、純資産は ₂ 億 ₇ 千 ₂ 百万円の増となりました。

貸借対照表
令和 5 年 ３ 月３１日	 単位：千円

資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定資産 １７,７７８,９3４ １７,5９２,3２0 １８6,6１４
　有形固定資産 １0,８８3,65２ １１,１９5,00７ △3１１,355
　　土地 551,3４9 551,3４9 0
　　建物 7,103,651 7,398,999 △295,3４8
　　構築物 ４6４,865 501,58４ △36,718
　　教育研究用機器備品 6４3,390 617,2４6 26,1４４
　　管理用機器備品 26,901 ４2,817 △15,916
　　図書 2,06４,8４3 2,0４8,819 16,023
　　車両 28,651 3４,191 △5,5４0
　特定資産 6,７65,２７８ 6,２65,７１0 ４９９,56７
　　第 3号基本金引当特定資産 162,0４0 162,0４0 0
　　退職給与引当特定資産 1,233,365 1,233,365 0
　　施設維持引当特定資産 3,328,67４ 2,928,67４ ４00,000
　　学園財政調整引当特定資産 1,500,000 1,４00,000 100,000
　　学生寮施設維持引当特定資産 11,0４0 10,066 97４
　　教学振興基金引当特定資産 150,000 150,000 0
　　篠田学術振興基金引当特定資産 67,591 6４,068 3,522
　　津田学術振興基金引当特定資産 302,10４ 305,138 △3,03４
　　奨学金引当特定資産 10,４62 12,357 △1,895
　その他の固定資産 １30,00４ １3１,60２ △１,5９８
　　電話加入権 3,959 3,959 0
　　有価証券 109,596 109,596 0
　　差入保証金 5,016 5,016 0
　　預託金 10,000 10,000 0
　　長期未収入金 0 600 △600
　　長期貸付金 1,４33 2,４31 △998
流動資産 ２,666,８3１ ２,７53,８７１ △８７,03９
　　現金預金 2,1４8,803 2,162,131 △13,328
　　補助活動支払資金 187,150 210,083 △22,932
　　研修旅行費等預り資産 152,217 230,４58 △78,2４1
　　未収入金 156,521 115,597 ４0,92４
　　販売用品 2,507 1,４51 1,056
　　短期貸付金 9４6 1,021 △75
　　立替金 0 1４,371 △1４,371
　　前払金 18,68４ 18,756 △71
資産の部合計 ２0,４４5,７65 ２0,3４6,１９１ ９９,5７４

負債の部
科目 本年度末 前年度末 増減

固定負債 １,0４２,２２８ １,１6１,９８6 △１１９,７5８
　　退職給与引当金 1,018,559 1,102,815 △8４,255
　　長期未払金 23,668 59,171 △35,502
流動負債 ９７４,0４８ １,0２6,８１5 △5２,７6７
　　未払金 103,４75 106,４４6 △2,971
　　前受金 6４3,853 616,675 27,177
　　預り金 226,720 303,693 △76,973
負債の部合計 ２,0１6,２７6 ２,１８８,８0１ △１７２,5２5

純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増減

基本金 ２１,２８９,１９７ ２１,２１８,5１3 ７0,6８４
　　第 1号基本金 20,797,157 20,726,４73 70,68４
　　第 3号基本金 162,0４0 162,0４0 0
　　第 ４号基本金 330,000 330,000 0
繰越収支差額 △２,８5９,７0８ △3,06１,１２４ ２0１,４１5
　　翌年度繰越収支差額 △2,859,708 △3,061,12４ 201,４15
純資産の部合計 １８,４２９,４８９ １８,１5７,3８９ ２７２,0９９
負債及び純資産の部合計 ２0,４４5,７65 ２0,3４6,１９１ ９９,5７４

ご寄付のお願い
　
　皇學館では、教育・研究の充実等に活用さ
せていただく寄付金を募っております。各寄
付の趣意をお汲み取りいただき、何卒本学の
教育・研究振興にご理解とご支
援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　

大学強化指定クラブ
協賛金 大学

法人 ₁ 口 ₁₀,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₃,₀₀₀円

大学では、駅伝競走部、柔道部を強化
指定クラブとし、全国で活躍できる選
手の育成に努めています。全国大会
に出場する両クラブの競技力向上の
ため、皆様の協賛金へのご協力をお
願いします。

教学振興会
　 大学  高校  中学

法人 ₁ 口 ₂₀,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₅,₀₀₀円

未来の日本を担う人材を育成するため、大学・
高校・中学では教育研究活動、学生・生徒へ	
の修学支援活動、国際交流活動、地域社会貢献
活動など多彩な教学振興活動を行っておりま
す。皆様の熱意あるご支援とご協力をお願いし
ます。

皇學館 大学  高校

クラブ応援メッセージ募金
法人 ₁ 口 ₂,₀₀₀円
個人 ₁ 口 ₁,₀₀₀円

学生・生徒のクラブを指定し、
ご支援いただく募金です。指定
先のクラブの活動強化・充実に
役立てられます。クラブへの応
援メッセージも受け付けており
ます。皆様の熱いメッセージと
募金をお願いします。

事業活動収支計算書（法人全体）
令和 4 年 4 月 １ 日〜令和 5 年 ３ 月３１日	 単位：千円

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 3,765,731 3,785,４38 △19,707

手数料 62,568 6４,333 △1,765

寄付金 ４2,995 62,216 △19,221

経常費等補助金 769,807 810,126 △４0,319

付随事業収入 16,936 11,107 5,828

雑収入 335,668 310,915 2４,752

教育活動収入計 ４,９９3,７05 5,0４４,１3７ △50,４3２

事
業
活
動
支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 2,798,98４ 2,7４5,669 53,31４
（退職給与引当金繰入額） （４４,191） （４４,001） （189）

教育研究経費 1,72４,8４3 1,598,677 126,165
（減価償却額） （506,593）（502,369） （４,223）

管理経費 ４99,633 ４87,380 12,252
（減価償却額） （29,220） （39,310）（△10,090）

徴収不能額等 0 0 0

教育活動支出計 5,0２3,４60 ４,８3１,７２８ １９１,７3１

教育活動収支差額 △２９,７55 ２１２,４0９ △２４２,１6４

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 8,871 12,69４ △3,823

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 8,871 12,69４ △3,823
支
出
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 ８,８７１ １２,6９４ △3,８２3

経常収支差額 △２0,８８４ ２２5,１0４ △２４5,９８８

特
別
収
支

収
入
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異
資産売却差額 250 2４9 1

その他の特別収入 71,679 68,４51 3,227

特別収入計 ７１,９２９ 6８,７0１ 3,２２７

支
出
の
部
事
業
活
動

科目 予算 決算 差異

資産処分差額 21,706 21,706 0

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 ２１,７06 ２１,７06 0

特別収支差額 50,２２3 ４6,９９5 3,２２７

［予備費］ （0）
20,000 20,000

基本金組入前当年度収支差額 9,339 272,099 △262,760

基本金組入額合計 △79,20４ △70,68４ △8,519

当年度収支差額 △69,865 201,４15 △271,280

前年度繰越収支差額 △3,061,12４ △3,061,12４ 0

基本金取崩額 0 0 0

翌年度繰越収支差額 △3,130,989 △2,859,708 △271,280

【参考】

事業活動収入計 5,0７４,505 5,１２5,53４ △5１,0２９

事業活動支出計（予備費含む） 5,065,１66 ４,８53,４3４ ２１１,７3１

お問合せ先●教学振興会事務局 ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₃₁₃

◢

【注 １ 】記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。　
【注 2 】貸借対照表の注記は省略しています。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、協議員、皇學館サービス株
式会社、中学校・高等学校後援
会他からいただきました「教育活
動に対する寄付金」です。

教育活動に関する経常費等補
助金です。

教育研究経費及び管理経費の
減価償却額合計は 5 億 3 千 5
百万円となりました。

教育活動収支差額は、2億 1 千
2百万円の黒字となりました。

教育活動収支及び教育活動外
収支を合わせた経常収支差額は
2億 2千 5百万円となりました。

施設設備に関する寄付金（高等
学校後援会からの寄付金）と施設
設備への補助金、その他各所か
ら頂戴した図書等の現物寄付等
を計上しています。

建物、構築物、機器備品、図書の
資産処分額です。

前年度比マイナス120名の学生
生徒数3,947名分の学納金等の
納付金です。
【内訳】（Ｒ4.5.1現在）
　　　大学（院専含）� 2,827名
　　　高中� 1,120名
※前年度の学生生徒数は、�
　4,067名でした。

教学振興会（神社界・卒業生・企業
など）、協議員、皇學館サービス株
式会社、中学校・高等学校後援
会他からいただいた寄付金です。

国や地方公共団体からの補助金
です。
例年の経常費補助金に加え、令
和 4年度は大学部門における国
の「修学支援新制度」の実施に伴
う支援金は1 億 8 千 4 百万円と
なりました。また、大学部門におい
ては「施設整備費補助金（ICT活
用推進事業）」を獲得し、無線LAN
機器高機能化を行いました。高
等学校部門においても同補助金
により電子黒板付プロジェクター
を整備、三重県からは高等学校・
中学校部門に「私学物価高騰対
策支援補助金」を頂戴しました。

令和 4 年度に実施した入試によ
り、令和 5 年度の入学予定者か
ら徴収した入学金を含む納付金
です。入学手続者数は、大学・高
等学校・中学校合わせて1,532名
でした。

本務教員168名、本務職員108名、
兼務職員21名他の人件費を支出
しました。

教育研究諸活動や管理運営に
必要な消耗品費、奨学費、光熱
水費、旅費交通費、施設修繕費、
保守管理費等を支出しました。Ｒ
4年度は、創立140周年・再興60
周年記念事業の経費を計上して
おります。

大学部門では、神道博物館屋上
防水改修、記念講堂及び倉陵会
館のトイレ改修、4 号館受変電
設備の機器更改を、高等学校部
門ではテニスコートの人工芝張
替、受水槽付給水ポンプの更新
等を行いました。

大学・高等学校・中学校の各無
線LAN高機能化構築、NeoEther
回線増速対応（10Ｇ）、大学 6 ～
7 号館の 7 教室AVシステム更
新、図書館入退館システム更新、
高等学校の電子黒板付プロジェ
クター整備等を行いました。

令和 4 年度末の支払資金残高
は、2,148,803千円となり、「教育
活動資金収支差額」は、643,219
千円の黒字となりました。

資金収支計算書（法人全体）
令和 4 年 4 月 １ 日〜令和 5 年 ３ 月３１日	 単位：千円

収入の部
科目 予算 決算 差異

学生生徒等納付金収入 3,765,731 3,785,４38 △19,707

手数料収入 62,568 6４,333 △1,765

寄付金収入 72,995 91,312 △18,317

補助金収入 800,971 8４1,290 △４0,319

資産売却収入 177,500 177,500 0

付随事業・収益事業収入 16,936 11,107 5,828

受取利息・配当金収入 8,871 12,69４ △3,823

雑収入 308,02４ 282,569 25,４5４

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 617,566 6４3,853 △26,287

その他の収入 128,036 2４４,290 △116,253

資金収入調整勘定 △71４,882 △772,597 57,71４

当年度資金収入合計� ① 5,２４４,3１6 5,3８１,７９１ △１3７,４７5

前年度繰越支払資金 2,162,131 2,162,131

収入の部合計 ７,４06,４４７ ７,5４3,９２２ △１3７,４７5

支出の部
科目 予算 決算 差異

人件費支出 2,850,7４5 2,800,16４ 50,580

教育研究経費支出 1,218,250 1,095,875 122,37４

管理経費支出 ４70,４13 ４４8,653 21,759

借入金等利息支出 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0

施設関係支出 ４6,17４ ４3,992 2,181

設備関係支出 21４,06４ 202,16４ 11,899

資産運用支出 686,025 688,597 △2,572

その他の支出 126,311 202,399 △76,087

［予備費］
（0） 0

20,000 20,000

資金支出調整勘定 △91,756 △86,728 △5,027

当年度資金支出合計� ② 5,5４0,２２6 5,3９5,１１９ １４5,１0７

翌年度繰越支払資金 1,866,221 2,1４8,803 △282,581

支出の部合計 ７,４06,４４７ ７,5４3,９２２ △１3７,４７5

当年度資金収支差額�①−② △２９5,９１0 △１3,3２８ △２８２,5８２

令
和
4
年
度
皇
學
館
ク
ラ
ブ
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
金
授
与
式
の
様

子（
高
校
の
野
球
部
・
吹
奏
楽
部
）

詳しくはこちら

▲

詳しくはこちら

▲

皇 學 館 学 園 報（  ）　第96号  令和 5年 7月28日7

https://www.kogakkan-u.ac.jp/about/ir.php#a03
https://www.kogakkan-u.ac.jp/kgshinko/donation.php


「楽しむ」気持ちがいちばん!
曲、振り付け、衣装も手作り
よさこい部〝雅〟部長
冨田 有里紗さん（教育 ３）

中川陽司さ（教育１）んがＵ20男子十種競技で3位
第39回Ｕ20日本陸上競技選手権大会・混成競技

皇學館高校
陸上競技部、
男・女バドミントン部、
柔道部、写真部から全国へ!
全国高等学校総合体育大会・総合文化祭

　 ６月10日から11日かけ秋田県営陸上競技場で開催された第39回Ｕ20日本陸
上競技選手権大会・混成競技男子十種競技で中川陽司さん（教育 1）が 3位に
輝いた。「正直、優勝できると思っていた」と悔しさを見せる一方、「今後の大
会で優勝を狙う気持ちが一層強まり、身体の使い方や技術を磨く必要性を痛

　北海道で ７月22日〜 ８月21日にかけて行われる全国高校総体
（インターハイ）「飛び立て若き翼」に陸上競技部1７名、女子バド
ミントン部 9名、男子バドミントン部 1名、柔道部 1名、 ７月
29日から ８月 ４日のかごしま総文に写真部 2名が出場する。
　全国への挑戦を前に意気込みを聞いた。

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

コロナ禍でもめげることなく地道に練習を重ね、頑張
っている部活動を「学生広報隊」メンバーが取材しま
した。今回は、よさこい部〝雅〟を取り上げます。

特別企画

■推 ■し ■取 ■材
●活動状況を教えてください。
　新型コロナウイルスの影響でメンバー
が減ってしまい、今は15名で活動してい
ます。練習日は月曜、土曜。依頼に応じ
ていろいろな地域へ行き、演舞を披露し
ます。
●人数が減ったことでの苦労は？
　曲や構成、振り付けのほか、衣装も含
めすべて自分たちで考え制作しているの
で、一人当たりの仕事量が増え、負担が
大きくなっていることです。

●振り付けや衣装など専門で学んでいなく
ても大丈夫ですか？
　先輩に教えてもらったやり方で行って
います。踊ることが好きな人以外にも、制
作志望で入部する人もいるんですよ。
●苦労がある上で、なお活動を続ける理由
は何ですか？
　「楽しいから」の一言。大変さ以上に、
「踊ることが好き」という気持ちでみんな
つながっています。
●新型コロナウイルスの「５類」移行を受け、
イベントへの参加依頼が増えると思いま
す。演舞への意気込みを教えてください。
　先輩方はコロナ禍で舞う機会がほとん
どなく、観衆の前で踊るのは、自分たち

の代になって初めての経験。不安はあり
ますが、頑張って楽しもうという気持ち
で臨みたいと思います。
●部活の宣伝をどうぞ。
　少ない人数でも依頼は多く、 ９月 ２日
㈯・３日㈰は「すずかフェスティバル」に
参加します。アップされている動画を見
て、「自分もやりたいな」と
思ってくれれば一番嬉しい
です。練習風景を直接見る
と迫力や熱量がわかっても
らえると思うので、ぜひ見
学に来てください!

全国高等学校総合体育大会出場者
「翔び立て若き翼」北海道総体� ７/22〜８/21
※順位は、東海高校総体（陸上部）、三重県高校
総体（バドミントン部・柔道部）の成績
陸 上 部
男子２００ｍ ４ 位 馬 塲 優 臣（ ３年）
男子１１０mH ５ 位 橋 爪 蓮 翔（ ２年）
男子棒高跳 ３位 田 中 大 智（ ２年）
女子走幅跳 ２位 岡 島 奏 音（ １年）
女子走高跳 ５位 淺 井 琥 桃（ ２年）

男子
４×１００ｍ ２ 位

小 村 涼 斗（ ３年）
馬 塲 優 臣（ ３年）
倉 井 星 碧（ ２年）
岡　 秀 磨（ ２年）

男子
４×４００ｍ １ 位

文 珠 榮 太（ ２年）
柳 田 晴 哉（ ２年）
田 端 　絆（ ２年）
菅 原 雅 晴（ ３年）

リレーメンバー

山 際 　匠（ ３年）
竹 内 楓 兼（ ３年）
谷 岡 雄 太（ ３年）
丸 山 樹 大（ ３年）
三 浦 　響（ １年）

バドミントン部

女子団体 優勝

森 田 彩 音（ ３年）
牧　 紗 花（ ３年）
吉 居 　鼓（ ２年）
前 田 愛 心（ ２年）
森 本 麻 愛（ ２年）
村 井 菜 音（ ２年）
世古口 来海（ １年）
稲 吉 礼 有（ １年）

女子単 優勝 世古口 来海（ １年）

女子複 優勝
吉 居 　鼓（ ２年）
世古口 来海（ １年）

男子単 優勝 松 本 　准（ １年）

柔道部
１００kg級 優勝 上 村 亮 太（ ３年）

全国高等学校総合文化祭出場者
2０2３かごしま総文　７/29〜８/４
写真部
第３４回秋季写真
コンテスト 金賞 小 谷 志 代（ ３年）
第４１回新人写真
コンテスト 銀賞 幸 田 　萌（ ３年）

視野を広げ、今後に生かす
　プロの写真家による講演会や生徒
同士の交流会等を通して自分の写真
とは違った点を学び、新しい題材や
テーマ、自分の知らなかった撮影方
法や技術も習得したいです。写真に
対する自分の考え方や視野を広げ、

今後の写真活動に生かしていきたいです。 小谷志代

力を出し切り入賞めざす
　全国大会に出場できなかった部員の想いを背
負って戦い抜き、最大限の力を試合当日に出せ
るようにしたいです。自分の持つ力を充分に発
揮できれば、上位入賞することも夢ではないと
思います。目標としている結果に繋がるように、今後の稽古
も一生懸命がんばります。 上村亮太

まずは1回戦突破
　中学の頃からインターハイに出ることが目標
だったのでとても嬉しいです。新型コロナウイ
ルスへの対応が徐々に落ち着き、思う存分練習
ができるようになりました。全国大会まで一日
一日の練習を無駄にしないように頑張りたいと思います。
　目標は 1回戦突破です。 松本 准

目標はベスト8以上
　昨年度、全国選抜に出場
できなかった悔しい気持ち
を糧に、強くなることをテ
ーマに部員全員が意識を高
く持って毎日練習に取り組
んできました。今大会では
最高のパフォーマンスをし
て悔いが残らない試合にし、
目標である全国ベスト 8以
上を達成できるよう頑張り
ます。 吉居 鼓

楽しむことを忘れず戦い抜く
　新型コロナウイルスの影響で数々の大会が軒並み中止となり、
まともに練習できないこともありました。まずは大会が開催され
ることに感謝し、自分たちの持っている実力を存分に発揮し、楽
しむことを忘れずに戦い抜きたいと思います。 馬塲優臣

感した」と早くも次の大会を見
据える。
　十種競技の魅力について、「種
目ごと、戦略によって順位が目
まぐるしく変わるので見ていて
楽しいのでは」と中川さん。選
手間でよくコミュニケーション
を取るため、ルーティンや休憩
時間の使い方、練習方法など刺
激を受けることも多く、また、補
助員や審判員をはじめ運営・サ
ポート側の方々から得るものは大きいという。
　「一般」で挑んだ西日本学生陸上競技選手権大会十種競技では得意のハード
ルと棒高跳を武器に ４位入賞。目標は全日本インカレでの優勝だ。「本気で日
本一をめざしてやっている」との言葉が頼もしい。

「楽しむ」気持ちがいちばん!
曲、振り付け、衣装も手作り
よさこい部〝雅〟部長
冨田 有里紗さん（教育 ３）
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結果

順
位

氏　　名
（大学名）

１日目 ２日目
ポイント

１００Ｍ 走幅跳 砲丸投 走高跳 ４００Ｍ １１０mH 円盤投 棒高跳 やり投げ １５００Ｍ

1 齋 藤 泰 希
（東海大学）

１１.6３ 6ｍ０５ １１ｍ6２ １ｍ8０ ５１.96 １6.8４ ４１ｍ6０ ４ｍ6０ ５４ｍ7２ ０４：３２.４５ 677４

2 梶 川 　 新
（中京大学）

１１.２１ 6ｍ6３ １１ｍ8０ １ｍ8５ ５０.４４ １５.２１ ３０ｍ２４ ３ｍ6０ ５０ｍ０３ ０４：２8.77 67４３

３ 中 川 陽 司（皇學館大学）
11.16 6ｍ63 10ｍ97 1ｍ80 50.90 14.64 29ｍ02 4ｍ20 47ｍ14 04：40.18 6734

小谷さん 幸田さん

前列左から田中さん、菅原さん、谷岡さん、三浦さん、丸山さん、岡島さん、淺井さ
ん、後列左から馬塲さん、山際さん、小村さん、竹内さん、岡さん、柳田さん、文珠
さん、橋爪さん、上段左から田端さん、倉井さん

前列左から森田さん、森本さん、稲吉さ
ん、村井さん、後列左から吉居さん、世
古口さん、牧さん、前田さん

体育館で練習中

よさこい部＂雅＂練習日時・場所� ※土曜日はイベント優先
月曜日 １7：００〜２０：００❖体育館メインアリーナ
土曜日 １５：３０〜１8：００❖体育館 ２階サブアリーナ

詳しくはこちら▲
動画作成者：
mozuyanYOSAKOI�さん
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https://www.bing.com/videos/search?q=%e3%82%88%e3%81%95%e3%81%93%e3%81%84%e9%83%a8%e3%80%80%e9%9b%85%e3%80%80%e7%9a%87%e5%ad%b8%e9%a4%a8&&view=detail&mid=6A591E95A06F1D18E66E6A591E95A06F1D18E66E&&FORM=VRDGAR&ru=%2Fvideos%2Fsearch%3Fq%3D%25e3%2582%2588%25e3%2581%2595%25e3%2581%2593%25e3%2581%2584%25e9%2583%25a8%25e3%2580%2580%25e9%259b%2585%25e3%2580%2580%25e7%259a%2587%25e5%25ad%25b8%25e9%25a4%25a8%26FORM%3DHDRSC4

